




クレチン症マス・スクリーニングが全国的に行なわれるようになり,多数の新生児クレチン

症が発見されている。しかし,マス・スクリーニングそのものは,あくまでスクリーニング

である以上,クレチン症全てを完全に網羅出来るものではなく,false ncgative の存在が当

然予想される。今回我々はクレチン症マス・スクリーニングでは異常が発見出来なかった

原発性甲状腺機能低下症を経験したので報告する。症例は 5ヵ月の女児,軟骨形成不全の経

過観察を求めて当院小児科受診。家族歴には特記すべきものなし。周産期歴は出生時体重

2,940g,身長 47.8㎝,アプガースコアー6点,帝王切開にて昭和 56年 3月 25日,北海道の某

病院で出生した。生後間もなくから心雑音,心肥大,チアノーゼあり,5 日間クベースに収容

された。なお黄疸は強度で光線療法を3日間受けた。生後 4ヵ月頃,出生病院にて股関節臼

蓋形成不全を診断され 2ヵ月に 1回の経過観察を指示された。 


